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健康教室
嚥下・誤嚥

ほほえみ薬局
馬引店

健康教室

飲み込みの仕組み
誤えん性肺炎

食事中によくむせる
（以前はなかったが） 食事中や食後によく咳が出る 食べ物がのどにつかえる感じがする

最近こんなことは
ないですか？

誤嚥を疑う症状

飲み込んだ後も、口の中に
食べ物が残る

食べ物をお茶や味噌汁
で飲み込むことが多い

死亡原因（H30)
（H30厚生労働省人口動態統計調査結果概要 R1/10/23）

悪性新生物（腫瘍） 27%

心疾患（高血圧症を除く） 15%

老衰 8%脳血管疾患 8%

肺炎 7%

腎不全 2%

それ以外 27%

１,３６２,４８２人

誤嚥性肺炎 3% ⇒

不慮の事故 3%⇒

不慮の事故の種類（ 65～79歳）
（２０１７消費者庁 「高齢者事故の状況について」）

溺死及び溺水

35%

不慮の窒息

25%

転倒・転落・墜落

22%

交通事故

18%

11,006人

飲み込みの仕組み（食べる）
たべる＝食べ物を

「認識し」

「口に入れ」

「噛んで」

「飲み込む」

あ～ん

もぐもぐ

ごっくん！！

ごはん！！

嚥下
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飲み込みの仕組み（嚥下）

嚥下は、主に舌の運動により

口腔から咽頭・・「口腔期」（図1）
咽頭から食道・・「咽頭期」（図2）（嚥下反射）
食道から胃・・・「食道期」（図3）蠕動(ぜんどう)運動

嚥下反射部分をもっと詳しく！！

①口腔期 ②咽頭期 ③食道期

気管

食道

嚥下最中の図（嚥下反射）

①舌骨があがる

②舌根部が下がる

③喉頭蓋が気管をふさぐ

気管

食道

嚥下の複雑さをASIMO君に教えてもらいましょう

１９９６ ホンダ
人間型自律二足歩行ロボット
（Ｐ２）開発を発表

２０００ ASIMO公開
なめらかな歩行動作
自動車メーカーが製作

２００５ 走行（６ｋｍ/ｈ）

歩行は脚だけ使っているわけではない
眼/脳（判断・調整）・上体/腕（バランス）の動きも重要！！

アシモ君以前のほとんどのロボットは、上半身はない

嚥下に関わる筋肉
肩・頸部・胸郭の関節可動域（アシモ君の上半身）

☞動きが鈍いと嚥下を妨げる

舌・口唇・頬など口腔周囲の筋肉（アシモ君の脚）

・食べ物や飲み物を咀嚼し咽頭に送る働き

誤嚥の原因と予防
嚥下に直接関与する器官（筋肉）の衰え（原因１）

脳血管障害などが誘因しやすい

誤嚥は一口目で起きやすい！！

嚥下に間接的に関与する筋肉の準備運動不足（原因２）

（首・胸筋など）の緊張

↓

舌・唇・頬などをを鍛える

食事の前に首などの緊張をとる（準備運動）

【部位】肩・頸部・胸郭
【効果】関節の可動域を広げる(準備運動)

④左右にゆっくり

①ゆっくり深呼吸をします

鼻から吸って 口から吐く

②呼吸しながら首をゆっくり回す

③肩を上下に動かします
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【部位】舌・口唇・頬
【効果】飲食物の飲み込む力を鍛える

⑤頬を膨らませ、引っ込めます
⑥大きく口を開き舌を出し、
ひっこめる（左右へ動作）

⑦口をすぼめ息を強く吸
う

https://www.youtube.com/watch?v=fgkGZ10--zU

誤嚥性肺炎

唾液・食物・胃液＋「細菌」を誤って気道に吸引⇒発症

1.細菌を含む分泌物の誤嚥 2.胃食道逆流による内容物の誤嚥

口の中を清潔に保つことが大切

誤嚥性肺炎の悪循環

誤嚥性肺炎発症
⇒気道粘膜の完全回復は困難
⇒粘膜の感覚が鈍くなる
⇒誤嚥しても咳が起こりにくくなる
⇒食物を有効に排泄できない

⇒肺炎の危険が増大する

誤嚥・誤嚥性肺炎の予防（まとめ）

誤嚥の予防

誤嚥性肺炎の予防
口腔内を清潔に保つ

舌・唇・頬などをを鍛える 食事の前に首などの緊張をとる
（準備運動）
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